
 

第 119 回日展 

   第 5 科（書） 審査所感 
 

                   審査主任 土 橋 靖 子 
 

 本年は特に水害や地震など自然災害が多く、日頃普通に筆を持てる環境がどれほど

ありがたいかを改めて感じているこの頃です｡ 

 そのような中でも、今年は 9,250 点という、昨年より 191 点も多い力作が集まりま

した。これは「日展の書」が多くの方々の目標であり、また憧れの世界であることを

物語っていると思います｡ 

 さて、審査は例年通り公明公正のうちに粛々と執り行われましたが、多くの素晴ら

しい作品から入落を決定するのは誠に困難を極めました｡厳しい入選率の中、この度見

事に入選入賞を果された方々には、心よりお祝いを申し上げます。 

 書は文字を素材とした造形芸術ですが、筆を身体の一部のように扱うものである以

上、圧倒的に技術・鍛錬が必要となります｡しかし観る人の心に感動を届けるには、一

体何を表現したいのかという、「想い」が不可欠です｡そのためにも技術偏重や、逆に

独りよがりにならないよう、よく自身や自身の作品と対峙して、制作に挑みたいもの

です｡そしてチャレンジ精神を忘れることなく、更なる高みに向かい、人生観・世界観

までをも磨きこみ、書に落とし込んで、これからも魅力溢れる書の長い道のりを互い

に歩んで参りましょう｡ 

 

                         搬入数   9,250 点 
                         入選数    1,266 点 
                        （内新入選）  216 点 


